
芦
谷
信
和
博
士
は
、
さ
ん
付
け
で
呼
び
あ
う
畏
友
の
一
人
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
、
芦
谷
さ
ん
と
呼
称
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
こ
う
。

遠
い
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。
学
友
ら
が
ロ
シ
ア
歌
曲
「
我
ら
の
仲
間
」
を

斉
唱
し
、
大
学
前
書
店
の
喫
茶
室
で
タ
ン
ゴ
「
ア
・
メ
デ
ィ
ア
・
ル
ス
」
の

甘
い
旋
律
が
流
れ
て
い
た
一
九
五
六
年
。
私
は
三
回
生
だ
っ
た
。

啄
木
が
独
歩
を
絶
賛
し
て
い
た
こ
と
を
、
和
田
繁
二
郎
先
生
の
「
啄
木
研

究
」
の
講
義
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
啄
木
の
『
明
治
四
十
一
年
日
記
』
を
読
む

と
、
た
し
か
に
「
真
の
詩
人
は
国
木
田
独
歩
だ
」
と
、
く
り
か
え
し
記
さ
れ

て
い
る
。
啄
木
は
独
歩
の
ど
こ
を
高
評
価
し
た
の
か
。
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す

る
前
に
、
こ
の
疑
問
を
解
い
て
お
き
た
か
っ
た
。

私
は
筑
摩
書
房
版
現
代
日
本
文
学
全
集
の
『
国
木
田
独
歩
集
』
を
ひ
ら
い

た
。
そ
の
「
月
報
」
の
研
究
文
献
目
録
中
に
、『
論
究
日
本
文
学
』
に
発
表

さ
れ
た
芦
谷
さ
ん
の
論
文
が
あ
っ
た
。
芦
谷
さ
ん
は
『
論
究
日
本
文
学
』
の

声
価
を
高
め
た
先
学
の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

芦
谷
さ
ん
は
眉
目
秀
麗
で
透
き
通
っ
た
声
の
、
貴
公
子
然
と
し
た
青
年
で

あ
っ
た
。
今
で
も
思
い
出
す
ご
と
に
、
笑
み
を
浮
か
べ
た
晩
年
の
面
影
と
、

あ
の
若
き
日
の
残
像
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。

そ
の
後
、
和
田
先
生
と
芦
谷
さ
ん
と
私
が
、
連
れ
だ
っ
て
近
代
文
学
会
に

出
席
し
た
こ
と
も
あ
る
。
私
が
学
会
で
研
究
発
表
し
た
後
に
は
、
和
田
先
生

の
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
記
念
写
真
の
な
か
に
、
口
頭
発
表
し
て
い
る
私
の

姿
や
、
芦
谷
さ
ん
た
ち
と
寛
い
で
い
る
姿
が
写
っ
て
い
た
。

芦
谷
さ
ん
も
私
も
、
和
田
先
生
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
広
津
柳
浪
研
究
会

に
加
わ
っ
た
。
和
田
繁
二
郎
編
著
『
近
代
文
学
の
知
識
人
像
』（
一
九
八
五

年
）
の
執
筆
陣
に
も
加
わ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
に
は
私
た
ち
も
独
り
立
ち
の
研

究
者
に
な
っ
て
い
て
、
和
田
先
生
と
も
対
等
に
議
論
し
た
。
談
論
風
発
。
け

れ
ど
和
気
藹
々
と
進
行
し
た
。
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
は
芦
谷
さ
ん
だ
っ
た
。

民
友
社
系
の
文
学
の
研
究
に
携
わ
る
私
た
ち
は
、
山
田
博
光
氏
（
帝
塚
山

学
院
大
学
学
長
）、
平
林
一
氏
（
愛
知
女
子
短
期
大
学
教
授
）、
吉
田
正
信
氏

（
愛
知
教
育
大
学
教
授
）
ら
と
民
友
社
研
究
会
を
結
成
し
、
大
が
か
り
な
共

著
出
版
を
重
ね
た
。
芦
谷
さ
ん
も
有
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

芦
谷
さ
ん
は
他
者
を
批
判
す
る
と
き
の
口
調
も
穏
や
か
で
、
包
容
力
が
あ

っ
た
。
そ
の
人
柄
が
学
風
や
論
文
の
文
体
に
反
映
さ
れ
て
い
た
。

一
九
五
二
年
、
芦
谷
さ
ん
は
日
本
文
学
専
攻
三
回
生
に
編
入
学
。

一
九
五
四
年
、
最
初
の
論
文
「
独
歩
の
『
牛
肉
と
馬
鈴
薯
』
│
│
と
く
に

━─
芦
谷
信
和
博
士
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
偲
ん
で
─━

北

野
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『
驚
異
』
に
つ
い
て
」
を
、『
論
究
日
本
文
学
』
に
発
表
。

以
来
、
大
学
勤
務
の
間
に
『
国
木
田
独
歩
│
│
比
較
文
学
的
研
究
│
│
』

（
一
九
八
二
年
）、『
独
歩
文
学
の
基
調
』（
一
九
八
九
年
）
へ
と
集
成
さ
れ
る

ま
で
、
芦
谷
さ
ん
の
文
学
研
究
は
独
歩
を
中
心
に
展
開
し
た
。

今
で
は
、
日
本
近
代
文
学
の
起
源
を
独
歩
に
み
る
柄
谷
行
人
説
も
あ
る
と

は
い
え
、
独
歩
は
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
あ
の
こ
ろ
独
歩
の
研
究
は

学
界
で
嘱
望
さ
れ
、
文
壇
人
の
独
歩
評
価
と
も
呼
応
し
て
い
た
。

中
野
重
治
の
「
私
の
胸
に
特
に
し
ば
し
ば
往
来
す
る
一
系
列
の
詩
人
が
あ

る
。
北
村
透
谷
、
長
谷
川
二
葉
亭
、
国
木
田
独
歩
、
石
川
啄
木
。（
中
略
）

彼
ら
が
未
完
成
の
ま
ま
に
残
し
た
多
く
の
仕
事
が
、
矛
盾
と
焦
燥
と
動
乱
と

の
中
に
棲
む
わ
れ
わ
れ
の
胸
に
幾
多
の
考
ふ
べ
き
も
の
を
与
へ
ず
に
は
お
か

な
い
」
と
い
う
断
章
が
、
研
究
者
た
ち
を
透
谷
、
独
歩
、
啄
木
の
研
究
へ
と

駆
り
た
て
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

島
尾
敏
雄
が
、「
二
葉
亭
か
ら
始
め
て
、
露
伴
、
鷗
外
、
一
葉
、
鏡
花
と

読
み
、
独
歩
に
つ
き
当
た
る
と
、
丁
度
山
の
中
で
さ
ん
ざ
ん
道
を
迷
っ
た
挙

句
に
開
豁
な
野
原
に
ぬ
け
て
出
て
、
そ
こ
に
清
冽
な
小
川
が
さ
ら
さ
ら
流
れ

て
い
る
の
を
み
つ
け
た
塩
梅
で
す
」
と
『
作
家
論
』
で
評
し
た
の
も
一
九
五

三
年
、
芦
谷
さ
ん
が
独
歩
の
研
究
を
始
め
た
時
期
と
一
致
す
る
。

そ
の
十
一
年
後
の
一
九
六
四
年
、
中
島
健
蔵
ら
の
編
集
で
学
研
版
『
国
木

田
独
歩
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
中
島
健
蔵
は
、
独
歩
の
文
学
に
「
現
実
生

活
の
暗
い
雲
の
切
れ
め
に
光
る
青
空
の
よ
う
な
、
人
生
観
の
精
髄
」
と
「
時

代
を
越
え
た
、
あ
る
一
つ
の
抒
情
」
を
読
み
と
っ
て
い
た
。

独
歩
は
死
の
直
前
ま
で
「
思
想
上
の
感
化
は
、
英
の
カ
ア
ラ
イ
ル
、
ウ
オ

ヅ
オ
ー
ス
等
よ
り
、
作
品
上
の
感
化
は
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
ト
ル
ス
ト
イ
、

モ
オ
パ
ッ
サ
ン
等
よ
り
享
受
」
し
、「
従
来
の
我
文
壇
と
は
殆
ど
全
く
没
関

係
の
着
想
、
取
扱
、
作
風
を
以
て
」
創
作
し
た
と
言
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
独

歩
の
研
究
は
西
洋
の
文
学
・
思
想
と
の
関
係
を
中
心
に
進
ん
で
い
た
。

だ
が
、
独
歩
に
は
東
洋
思
想
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
重
視
し
た

芦
谷
さ
ん
は
、
独
歩
の
精
神
形
成
の
過
程
を
窺
え
る
著
作
（『
欺
か
ざ
る
の

記
』、
随
想
、
評
論
、
遺
稿
）
と
、『
老
子
道
徳
経
』『
荘
子
内
篇
』『
荘
子
外

篇
』『
王
陽
明
文
粋
』『
王
陽
明
先
生
詩
抄
』
な
ど
の
原
文
と
を
入
念
に
照
合

し
、
独
歩
の
文
学
テ
ク
ス
ト
生
成
の
秘
密
に
迫
っ
た
。

そ
し
て
、
独
歩
は
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
や
カ
ー
ラ
イ
ル
の
影
響
を
う
け
る
前
の

幼
少
期
に
、
漢
学
塾
で
王
陽
明
や
老
荘
思
想
を
吸
収
し
て
お
り
、「
独
歩
に

見
る
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
や
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
老
荘
的

基
盤
に
お
い
て
老
荘
に
媒
介
さ
れ
た
形
で
摂
取
さ
れ
た
」
こ
と
を
実
証
し
、

「
そ
れ
は
決
し
て
外
国
文
化
の
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
む
し
ろ
外
来
文
化

の
刺
激
に
よ
る
、
一
種
の
す
ぐ
れ
た
創
造
で
あ
っ
た
」
と
結
論
づ
け
た
。

こ
の
基
礎
研
究
の
成
果
が
作
品
研
究
に
活
か
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、「
独

歩
の
作
品
全
体
の
要
諦
を
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
示
し
た
も
の
」
と
い
わ
れ

る
小
説
「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
。

主
人
公
の
青
年
文
学
者
・
大
津
が
、
青
年
画
家
・
秋
山
に
語
り
聞
か
せ
る

忘
れ
え
ぬ
人
々
は
、
旅
の
目
に
映
じ
た
路
傍
の
人
で
あ
り
、
大
自
然
中
の
点

景
の
よ
う
に
、
小
島
の
磯
で
働
く
漁
夫
、
阿
蘇
の
麓
で
俗
謡
を
歌
っ
て
家
路

を
た
ど
る
若
者
、
三
津
浜
の
巷
で
、
濁
流
の
底
を
流
れ
る
清
流
の
よ
う
な
琵

琶
の
音
を
奏
で
る
琵
琶
僧
、
等
々
で
あ
る
。
ぼ
く
は
今
夜
の
よ
う
な
晩
に
灯
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の
も
と
で
生
の
孤
立
を
感
じ
て
哀
情
を
催
す
と
、
主
我
の
角
が
折
れ
て
人
懐

か
し
く
な
り
、
こ
れ
ら
の
人
を
思
い
出
し
て
、
我
も
他
も
共
に
無
窮
の
天
地

に
生
ま
れ
て
悠
々
た
る
行
路
を
た
ど
り
、
無
窮
の
天
地
に
帰
る
者
だ
と
い
う

実
感
が
生
じ
て
名
利
競
争
の
俗
念
が
消
え
、
心
の
平
穏
と
自
由
を
感
じ
る
。

ぼ
く
は
こ
の
題
目
で
存
分
に
書
い
て
み
た
い
、
と
大
津
は
語
る
。

芦
谷
さ
ん
は
こ
こ
に
、
主
我
・
我
執
の
否
定
、
名
利
・
猜
疑
・
煩
悶
の
超

克
に
よ
る
心
の
平
穏
・
自
由
・
平
和
の
感
得
、
一
切
無
差
別
平
等
・
自
他
一

如
の
同
朋
意
識
、
と
い
う
老
荘
思
想
の
影
響
の
痕
跡
を
見
た
。
つ
ま
り
こ
の

小
説
も
、
老
荘
思
想
に
媒
介
さ
れ
た
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
や
カ
ー
ラ
イ
ル
の
受
容

に
よ
り
、
独
自
に
開
花
し
た
文
学
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
大
津
の
語
る
忘
れ
え
ぬ
人
々
は
、
永
久
無
限
の
天
地
自
然
の
懐
に

生
き
て
生
業
を
営
む
人
々
で
あ
り
、「
新
時
代
の
要
求
と
は
何
で
あ
る
か
。

人
を
社
会
の
一
員
と
し
て
視
る
ば
か
り
で
な
く
、
天
地
間
の
生
命
と
し
て
観

ん
こ
と
を
求
む
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
、
独
歩
の
「
天
地
生
存
」
の
人
生
観

を
体
現
し
た
人
々
で
あ
る
。
こ
の
人
生
観
は
独
歩
の
生
い
立
ち
に
も
根
差
し

て
い
る
、
と
芦
谷
さ
ん
は
見
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

独
歩
は
家
族
制
度
と
家
父
長
制
の
崩
壊
し
た
家
庭
に
育
ち
、
各
地
に
転
々

と
流
寓
し
た
故
郷
喪
失
者
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
独
歩
は
、
家
族
制
度
や
家

父
長
制
の
崩
壊
し
た
「
山
林
海
浜
の
小
民
」＝

「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
の
三
津
浜

の
琵
琶
僧
、「
た
き
火
」
に
登
場
す
る
流
浪
の
翁
、「
源
お
ぢ
」
に
登
場
す
る

乞
食
、
夢
破
れ
故
郷
に
も
安
住
で
き
な
か
っ
た
「
河
霧
」
の
主
人
公
・
豊

吉
、
流
浪
の
末
に
馬
島
に
漂
着
し
た
「
酒
中
日
記
」
の
主
人
公
・
今
蔵
、
浮

浪
の
身
で
肺
を
病
ん
で
轢
死
し
た
「
窮
死
」
の
主
人
公
・
文
公
、
等
々
の
放

浪
者
を
登
場
人
物
に
選
び
、
路
傍
の
「
小
民
」
や
旅
の
目
に
映
じ
た
「
小

民
」
に
も
愛
情
を
感
じ
て
、
そ
れ
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
論
考
に
よ
り
、
独
歩
の
文
学
は
日
本
近
代
文
学
の
主
流
と
は
異
質

で
あ
る
こ
と
を
、
芦
谷
さ
ん
は
明
確
に
し
た
。
そ
う
し
て
独
歩
の
代
表
作
を

論
じ
つ
く
し
た
芦
谷
さ
ん
の
研
究
業
績
は
、
ど
ん
な
に
高
評
価
し
て
も
し
過

ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
だ
が
、
唯
一
惜
し
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

芦
谷
さ
ん
の
新
説
は
、
既
成
の
文
学
史
の
枠
を
外
し
た
視
界
か
ら
、
独
歩

の
文
学
を
見
直
す
可
能
性
を
孕
ん
で
い
た
。
が
、
そ
こ
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
可
能
性
を
妨
げ
た
の
は
、
西
欧
中
心
主
義
の
「
単
線
的
な
」
進

歩
史
観＝

「
単
線
的
な
」
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
史
観
で
あ
っ
た
。

独
歩
の
ユ
ニ
ー
ク
な
文
学
像
を
明
視
し
て
も
、
こ
の
進
歩
史
観
に
よ
っ
て

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
の
生
産
を
拒
ま
れ
た
。
こ
の
不
可
能
を
可
能
に
す
る
に

は
、
既
成
の
文
学
史
の
枠
組
み
を
変
え
て
新
た
な
文
学
史
像
を
構
築
す
る
た

め
の
、
研
究
者
側
の
文
学
観
・
世
界
観
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

が
、
昭
和
時
代
の
研
究
者
の
大
方
は
、
単
線
的
な
進
歩
史
観
を
当
然
の
こ

と
と
信
じ
て
い
た
。
単
線
的
な
進
歩
史
観
は
、
他
の
可
能
性
の
一
切
を
封
殺

し
、
排
他
的
、
暴
力
的
に
一
時
代
を
支
配
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
続
出
し
た
様
々
な
批
評
理
論
が
ク
ー
ン
の
「
パ
ラ
ダ
イ

ム
転
換
」
説
で
括
ら
れ
た
と
き
、
一
時
代
を
支
配
し
た
単
線
的
、
一
元
的
な

思
考
の
枠
組
み
が
崩
れ
、
多
元
的
な
方
法
で
普
遍
性
を
め
ざ
す
営
み
へ
と
移

行
し
た
。
そ
し
て
著
名
な
研
究
者
数
名
が
依
願
退
職
し
た
。

芦
谷
さ
ん
は
ど
う
対
処
し
た
か
。
答
え
は
、「
傘
寿
を
迎
え
」
て
刊
行
さ

れ
た
最
後
の
著
書
『
国
木
田
独
歩
の
文
学
圏
』（
二
〇
〇
八
年
）
に
あ
る
。

芦
谷
信
和
博
士
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
偲
ん
で

六
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こ
の
書
は
、
時
空
、
素
材
、
思
想
、
人
脈
な
ど
の
「
多
様
な
概
念
を
本
と
し

て
」
構
成
さ
れ
て
い
る
。
で
も
「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
近
年
、
文
学
の
研

究
方
法
は
著
し
い
変
化
を
見
せ
た
。
然
し
そ
れ
に
気
を
奪
わ
れ
て
も
仕
方
が

な
い
。
最
早
傘
寿
を
迎
え
た
わ
た
く
し
は
わ
た
く
し
の
方
法
を
貫
き
通
す
以

外
に
な
い
」
と
あ
り
、
独
歩
の
文
学
史
的
把
握
は
「
浪
漫
主
義
か
ら
自
然
主

義
」
と
い
う
既
成
の
文
学
史
の
枠
を
出
て
い
な
い
。

が
、
文
学
史
の
枠
を
外
し
て
個
々
の
作
品
を
論
じ
た
各
章
は
、
注
目
に
値

す
る
。「
富
岡
先
生
」
を
娘
へ
の
求
婚
譚
と
見
て
、
そ
の
対
立
葛
藤
が
、
功

利
主
義
に
対
し
、
愛
と
誠
と
労
働
に
生
き
る
人
の
勝
利
へ
展
開
す
る
物
語
と

読
み
、「
少
年
の
悲
哀
」
を
、
運
命
観
を
主
題
と
し
、
そ
の
雰
囲
気
、
環
境

描
写
と
人
生
を
浪
漫
的
な
筆
致
に
よ
っ
て
み
ご
と
に
融
合
し
た
小
説
と
読
ん

で
い
る
。
単
線
的
な
進
歩
史
観
か
ら
の
脱
却
で
あ
る
。

圧
巻
は
「
窮
死
」
論
で
あ
る
。「
窮
死
」
は
社
会
悲
劇
で
あ
り
、
境
遇
悲

劇
で
あ
り
、
人
間
存
在
・
人
生
の
不
思
議
と
「
運
命
」
へ
の
「
驚
異
」
を
描

い
た
作
品
で
も
あ
る
、
と
多
様
な
読
み
の
可
能
性
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。
そ

う
し
て
「
浪
漫
性
と
現
実
性
の
二
つ
の
要
素
を
小
篇
の
中
に
緊
密
に
有
機
的

に
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
稀
有
な
優
れ
た
作
品
」
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ

な
評
言
で
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
読
み
の
深
さ
と
、
物
語

世
界
の
多
重
的
な
意
味
の
生
産
は
、
独
歩
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
。
独
歩
の

よ
う
な
「
十
二
分
の
感
興
を
蔵
し
て
其
五
六
部
を
描
く
」
短
編
作
家
の
文
学

は
、
こ
の
よ
う
な
読
み
と
意
味
生
産
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
、
読
み
継
が
れ

て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

芦
谷
さ
ん
が
、
も
っ
と
気
力
旺
盛
な
年
齢
で
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
の
現

実
に
直
面
し
て
い
た
ら
、
と
私
は
思
う
。
芦
谷
さ
ん
は
新
し
い
時
代
の
動
向

に
敏
感
に
反
応
し
、
同
意
の
意
思
さ
え
示
し
て
い
る
。

だ
が
、
批
評
理
論
や
文
学
史
観
を
再
構
築
す
る
に
は
年
を
取
り
す
ぎ
て
い

た
。「
最
早
傘
寿
を
迎
え
た
わ
た
く
し
は
わ
た
く
し
の
方
法
を
貫
き
通
す
以

外
に
な
い
」
と
は
、
批
評
理
論
や
文
学
史
観
を
再
構
築
し
た
く
て
も
で
き
な

く
な
っ
た
、
己
の
老
い
の
自
覚
と
悔
し
さ
の
表
出
で
は
な
い
か
。
こ
の
言
葉

に
は
遺
言
め
い
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
感
じ
ら
れ
る
。

昭
和
の
初
め
に
生
誕
し
、
昭
和
と
い
う
、
時
代
の
限
界
に
囲
い
込
ま
れ
て

老
い
て
も
な
お
、
囲
い
を
破
ろ
う
と
し
た
芦
谷
さ
ん
の
仕
事
の
総
決
算
が
、

こ
の
書
で
あ
る
。
そ
の
遺
徳
を
偲
び
、
こ
れ
が
次
世
代
の
研
究
者
の
新
し
い

視
点
か
ら
、
再
検
討
さ
れ
、
再
生
さ
れ
る
日
の
来
る
こ
と
を
念
じ
て
、
こ
の

拙
文
を
芦
谷
さ
ん
へ
の
手
向
け
に
し
た
い
。

（
き
た
の
・
あ
き
ひ
こ

元
龍
谷
大
学
教
授
）
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